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いる。第 6 章では、18 世紀の佐竹家における幼年当主の相続とその人生儀礼を描き、その藩政史上
における意義を考察する。 
第三部は 3章からなり、近世中後期の大名家における妻妾制の変遷を、幕府法制と諸藩の実態を軸
に論じている。第 7 章では、18 世紀における江戸幕府による大名の「妾」への対応の変化を法制面
から意義づけ、その影響としての「側室」制度の整備を論じている。第 8章では、大名家の「奥」に
おける正室と側室、特に妾から側室に「身上がり」した事実妻について、その具体像を明らかにして
いる。第 9章では、他家に嫁いだ大名の娘が生家に対して結婚後も関係を維持し、一定の発言力を持
ち続けていたことを多角的に明らかにしている。 
終章は、本論文における成果を総括し、大名家の再生産を多角的に論じる必要性を指摘している。 
 近世大名家の婚姻・相続とその担い手については、従来の幕藩政治史・大名研究ならびに近世
ジェンダー史研究で部分的には取り上げられてきたが、それらの統一的把握は図られていなかっ
た。これに対して本論文は、大名・藩研究が明らかにしてきた「表」の政治構造と、ジェンダー
史研究が明らかにしてきた女性によって担われる「奥」の実態とを総合し、膨大な史料を用いた
精緻な実証によって大名家政の具体像を詳細に描き出した。これは、従来の近世武家社会像に対
して大きな見直しを迫る重要な成果である。このように本論文は斯学の発展に寄与するところが
大きい。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するも
のと認められる。 
 
